
平成２５年度 文部科学省指定

高知県高岡郡梼原町立梼原中学校



本日の流れ

１．梼原学園の概要
２．小・中学校９年間の

系統的な学び
３．学習指導法の改善
４．成果と課題



１．梼原学園の概要



１．梼原学園の概要



１．梼原学園の概要

１年・７年合同入学式 １～9年縦割り班そうじ

運動会 異学年交流競技全校給食

小中一貫教育校

「梼原学園」



「豊かな人間性と生きる力を

もった児童・生徒の育成」

～知・徳・体・食のバランスの

とれた教育の推進～

１．梼原学園の概要



学力の現状 数学（７年生～８年生）１．梼原学園の概要
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研究主題

１．梼原学園の概要



９年間の系統的な学びの取組

①授業規律の統一
②自立ノートの活用
③学力向上マップと個人カルテの活用
④小学生への教科担任制の推進
⑤視写活動

２．９年間の系統的な学び



２．９年間の系統的な学び

１～９年生まで
内容を統一



目的

呉市立警固屋学園を参考に

②基本的生活習慣の確立
のための生活チェック

③１日のふりかえりを文章で

④児童生徒・保護者・担任
３者間のコミュニケーション

①家庭学習の習慣化
時間割・内容

家庭学習の
内容と時間

生活チェック

一日のふり返り

持ち物

２．９年間の系統的な学び

自立した児童生徒の育成

サイン



表紙の色の変更基準
①すべて記入ができている

②各学年の家庭学習

目標時間に到達している

③忘れ物がない

呉市立警固屋学園を参考に

２．９年間の系統的な学び

ピンク→黄→青

①～③が１ヶ月毎日できていて
「自立」とする
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２．９年間の系統的な学び

家庭の協力が必要



２．９年間の系統的な学び

1回目 H25年5月22～23日実施

9年生家庭学習時間調査結果
２回目 H25年７月９～11日実施

平均 129分
（中間テスト期間中）

平均 104.5分
（期末テスト後）



H25年度 全国学力・学習状況調査の結果より

２．９年間の系統的な学び

小学生 中学生



数と計算・式 部 大 小 数量関係・関数 部 大 小 量と測定・図形 部 大 小

めざすもの

○２位数までの数を表すことができる
1 1 1)2)

○加法・減法の場面を式に表したり、
式を読み取ったりできる 4 25 1)2)

○長さ、面積、体積の直接比較がで
きる 2

11
14

○２位数までの簡単な加法及び減法
ができる 1 7 1)～８）

○既習事項を活用できる
4

24
26

○三角、丸、四角の形をみつけること
ができる 3 20

○既習事項を活用できる
1

8
10

○既習事項を活用できる 2 18 １）２）

○４位数までの数を表すことができる 1 1 1)2） ○乗法の場面を式に表したり、式を読
み取ったりできる

4 28 ○ｃｍ、ｍｍ、ｍｌ、ｄｌ、ｌを使って、量の
測定ができる

2 13
16

3)
１）2)

○九九が言える 1 8 1）～4） ○簡単な表やグラフをよみとることが
できる

4 25 ○三角形、四角形、長方形、直角三
角形の意味や性質が分かる

3 22 1)2)3)

○3位数までの簡単な加法及び減法
ができる

1 7 １)～6) ○既習事項を活用できる 4 29 ○既習事項を活用できる 3 24

○既習事項を活用できる 1 10
12

○万の単位までの数をあらわすこと
ができる

1 1 1)2) ○除法の場面を式に表すことができ
る

4 31 ○長さや重さの、量の測定ができる 2 12
15

2)
1)2)

○３位数×２位数までの乗法ができる 1 4 1)2)3) ○□を用いた式に表すことができる 4 30 1) ○二等辺三角形、正三角形、円、球
の性質が分かる

3 19
20
21
25

1)2)

○除法と商が共に１位数である除法
の計算ができる

1 4 4)5) ○棒グラフを読んだり、書いたりする
ことができる

4 27 1)2)3)4) ○時刻や時間を求めることができる 2 18 1)2)

○既習事項を活用できる 1 6 ○既習事項を活用できる 4 28 ○既習事項を活用できる 2

3

14
16
17
26

1)2)

2)
○億、兆の単位までの数を表すことが
できる

1 1 1) ○計算の順序や決まりが分かる（交
換・結合・分配）

4 30
33

1)2)
1)2)

○正方形と長方形の面積をもとめるこ
とができる

2 14 1)2)

○小数の加法及び減法ができる 1 6 1)2) ○□、△を用いた式に表すことができ
る

4 29 3) ○角の大きさを測ることができる 2 15

○小数×整数、小数÷整数ができる 1 6 3)4) ○二つの数量の折れ線グラフを書い
たりできる

4 28 1)2)3) ○平行四辺形、ひし形、台形の性質
が分かる

3 23
26

1)2)
1)2)

○同分母の分数の加法及び減法が
できる

1 10 1)2) ○既習事項を活用できる 4 32 1)2)3) ○既習事項を活用できる 2 19
20 1)2)

○既習事項を活用できる 1 11

○偶数、奇数、約数、倍数がいえる 1 2 1)2)3)4) ○三角形、平行四辺形、ひし形、台形
を求めることができる

2 10 1)2)3)4)

○小数の乗法除法ができる 1 4
6

1)2) ○百分率が分かる 4 31 1)2)3) ○立方体、直方体の体積を求めるこ
とができる

2 12 1)2)

○異分母の分数の加減ができる 1 5 1)2) ○円グラフや帯グラフに表したり読ん
だりできる

4 27 1)2)3) ○単位量あたりの大きさを求めること
ができる

2 14

○分数×整数、分数÷整数ができる 1 5 3) ○既習事項を活用できる 4 30
32

○既習事項を活用できる 2
3

17
26

○既習事項を活用できる 1 9

○分数×分数ができる 1 4 2) ○比が分かる 4 20 1)2) ○円の面積、角柱や円柱の体積を求
めることができる

2 11
12

1)
1)2)

○分数÷分数ができる 1 4 1)3) ○比例の特徴がわかり文字を使って
表現できる

4 25 1)2) ○対称な図形の性質がわかる 3 19 1)2)

○既習事項を活用できる 1 3 ○資料の読み取り 4 26 1)2) ○速さが求められる 2 8 1)2)3)

○既習事項を活用できる 4 21,28 ○既習事項を活用できる 2 9

○正の数、負の数の四則計算ができ
る

1 1 1) 2) ○比例、反比例を表・式・グラフで表
すことができる

3 22，23
24

○角の二等分線、垂直二等分線、垂
直などの作図ができる

2 9 1）2）

○１元1次の文字式の計算ができる 1 1  3）4）5） ○資料をヒストグラムで表し、代表値
が求められる

4 31 1) ○扇形の弧の長さと面積、柱体や錐
体や球の表面積と体積を求められる

2 16
17

○１元１次方程式が解ける 1 6 1) 2) 3) ○既習事項を活用できる 3
4

25
30
31

1）2）
2）

○既習事項を活用できる 2 18

○既習事項を活用できる 1 4
7
8

1）2）
1) 2)
1) 2)

○２元２次以上の文字を含んだ文字
式の計算ができる

1 1 1)2)3)4) ○1次関数を表・式・グラフで表すこと
ができる

3
3

19
20

1)
1）2）3）

○平行線や三角形の角を利用し多角
形の角を求めることができる

2 10

○連立方程式が解ける 1 7 1)2) ○簡単な場合について確率が求めら
れる

4 2526
27

1)2)
1）

○三角形の合同条件等を利用して図
形の性質が証明できる

2 13
14

1）2）
1）2）3）
4）

○既習事項を活用できる 1 8
9

1）2） ○既習事項を活用できる 3

4

22
23，24
27，28
29

1）2）

2）

○既習事項を活用できる 2 11

○平方根の計算ができる ○２乗に比例する関数を表・式・グラフ
で表すことができる

○三角形の相似や平行線の性質を利
用して、線分の長さを求めることがで
きる

○展開・因数分解ができる ○既習事項を活用できる ○円周角と中心角の関係を利用して
角の大きさを求めることができる

○2次方程式が解ける ○三平方の定理を利用できる

○既習事項を活用できる ○既習事項を活用

○数量関係や資料の傾向を数学的な表現や処理に
よってとらえて活用しようとしている。

○図形の基本的な性質を習得し、それらを活用して考
えたり判断したりしようとしている。

梼原学園　学力向上マップ　算数・数学

第９学年

第１学年

第２学年

第５学年

第６学年

第３学年

第４学年

第７学年

第８学年

○数学的な表現や処理の仕方を習得し、それらを活
用したりしようとしている。

２．９年間の系統的な学び

○正の数、負の数の四則計算ができ
る

1 1 1) 2) ○比例、反比例を表・式・グラフで表
すことができる

3 22，23
24

○角の二等分線、垂直二等分線、垂
直などの作図ができる

2 9 1）2）

○１元1次の文字式の計算ができる 1 1  3）4）5） ○資料をヒストグラムで表し、代表値
が求められる

4 31 1) ○扇形の弧の長さと面積、柱体や錐
体や球の表面積と体積を求められる

2 16
17

○１元１次方程式が解ける 1 6 1) 2) 3) ○既習事項を活用できる 3
4

25
30
31

1）2）
2）

○既習事項を活用できる 2 18

○既習事項を活用できる 1 4
7
8

1）2）
1) 2)
1) 2)

○２元２次以上の文字を含んだ文字
式の計算ができる

1 1 1)2)3)4) ○1次関数を表・式・グラフで表すこと
ができる

3
3

19
20

1)
1）2）3）

○平行線や三角形の角を利用し多角
形の角を求めることができる

2 10

○連立方程式が解ける 1 7 1)2) ○簡単な場合について確率が求めら
れる

4 2526
27

1)2)
1）

○三角形の合同条件等を利用して図
形の性質が証明できる

2 13
14

1）2）
1）2）3）
4）

○既習事項を活用できる 1 8
9

1）2） ○既習事項を活用できる 3

4

22
23，24
27，28
29

1）2）

2）

○既習事項を活用できる 2 11

○平方根の計算ができる ○２乗に比例する関数を表・式・グラフ
で表すことができる

○三角形の相似や平行線の性質を利
用して、線分の長さを求めることがで
きる

○展開・因数分解ができる ○既習事項を活用できる ○円周角と中心角の関係を利用して
角の大きさを求めることができる

○2次方程式が解ける ○三平方の定理を利用できる

○既習事項を活用できる ○既習事項を活用

第９学年

第７学年

第８学年

加力指導の内容に



２．９年間の系統的な学び

学力向上マップ
全国学力・学習状況調査

NRT
CRT

9年間
引き継ぐ

個人の定着度の確認

個人カルテ



２．９年間の系統的な学び

学力向上マップで見える課題・学力検査等の結果

分析・手立て

全教職員で情報共有

加力指導

チャレンジ塾
（長期休業中：5教科）

講師は大学生

チャレンジタイム
（週１回 ３０分：英・数）



学年 平成２３年度 平成２４年度 平成25年度

３年 理科 理科・算数 算数

４年 理科 理科・算数 算数

５年 体育・
家庭科

算数・国語・
家庭科

算数・国語
家庭科

６年 算数・
体育

算数・音楽
家庭科

算数・音楽
家庭科

黒字：小学校内の教科担任制

２．９年間の系統的な学び

赤字：中学校教科担当による乗り入れ



児童生徒のメリット（一部教科担任制アンケートより）

・中学校の先生やスピード、やり方に慣れることができる。

・中学生に教えている専門的なことも教えてもらえる。

・中学生になる心構えができる。

・中学生になってすぐの時も気軽に質問できた。

２．９年間の系統的な学び

教員のメリット（一部教科担任制アンケートより）

・中学校の内容を理解するためには、小学校でどのような力を

どのように付けなければいけないかがわかる。

・中学生になったばかりの生徒も名前で呼ぶことができる。

・４月の授業がスムーズにスタートできる。

・児童の特性を知ることができ授業以外での支援にもつながる。



２．９年間の系統的な学び

毎週1回朝の活動時間に実施

１～５年生 国語の教科書の本文

６～７年生 高知新聞 小社会

８～９年生 朝日新聞 天声人語

語句調べ

意見・感想
正確・丁寧

思考力・表現力



学習指導法の改善のための取組
①研究授業の実施

・指導と評価の一体化
・研究協議の進め方

②言語活動の充実

３．学習指導法の改善

研究主題
「基礎学力の定着と学力の向上をめざした

学習指導法の改善」
－言語活動の充実を通して互いに学び合う児童生徒の育成を目指す－



３．学習指導法の改善

①研究授業

研修会の形態
実施回数

（H２５年度）

全校研修会 ６回

前期（１～４年）
ブロック研修会

５回

中期（５～７年）
ブロック研修会

５回

後期（８・９年）
ブロック研修会

５回

全教員が1年に1回以上実施



３．学習指導法の改善

①研究授業

目的

・学ぶ楽しさを実感できる授業づくり

・各教科の評価規準の見直しと
客観的な評価の位置づけ

・指導と評価の一体化



付けたい力の明確化

３．学習指導法の改善

児童生徒の実態に合わせた

評価規準の設定

Ａ：十分満足できる状況

Ｂ：概ね満足できる状況

Ｃ：支援が必要な児童生徒への手立て

小中統一された学習指導案に明記



３．学習指導法の改善

研究授業前に周知すること
①教員のグループ分け

↓
担当の児童生徒だけを重点的に見取る

②Ｃ評価と予想される児童生徒
↓

Ｂ評価に引き上げるための手立てを見取る



３．学習指導法の改善

授業者の手立てを見取る

発言の内容を見取る書いた内容を
見取る



付箋
A:ピンク B：黄 C:青

３．学習指導法の改善



小学校・中学校の校種や教科の違いを

超えて、視点を絞った協議を行う

３．学習指導法の改善

①授業のねらいは明確であったか

②評価規準は適切であったか

③狙った力が付く授業展開であったか

④言語活動を通して学び合う場面



３．学習指導法の改善

活動を通して
理解が深まった

話し合いにより考え方に
変化が見られた

教え合いによりＣ評価
からＢ評価になった

個人の評価の見取り



②全体への共有①グループ協議

３．学習指導法の改善

③講師の助言



３．学習指導法の改善

自分 友達

明確な課題

学ぶ値打ちの

ある課題

子どもがつながる

学びが深まる

梼原学園が目指す学び合い
①自力解決ができている児童生徒が、できていない

児童生徒に教えることで共に理解を深め合う
②自分の意見と友達の意見を聞き比べて、

新しい考えを獲得している

学びを深めるための言語活動の充実



３．学習指導法の改善

自分の意見を言語化（書く）
する場面の設定

図を使って
自力解決

個人思考



３．学習指導法の改善

友達と意見を交流する・
教え合う（話す）場面の設定

班活動 分かったことを
記入

ペア活動



３．学習指導法の改善

自分の言葉で説明
する場面の設定

黒板に書き足しながら

自分の言葉でまとめて



３．学習指導法の改善

学習語彙を
定着させる

学習語彙を使ってまとめる

L字型ノート

学
習
語
彙
・

公
式

分かったこと



３．学習指導法の改善

学び合いの授業について、いいと思うこと
（授業アンケートの結果より）

・聞くだけ、書くだけよりも班の人と交流できる。
・他の人の意見と自分の意見を比べられる。
・いろいろな人の意見を聞ける。
・自分の考えを聞いてもらえる。
・自分が間違っていても他の人が助けてくれる。

学ぶ楽しさを実感する授業



４．成果と課題

平成25年度 高知県学力定着状況調査結果（平均正答率）
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４．成果と課題

全国学力・学習状況調査結果（平成22年度・25年度の比較）
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４．成果と課題

生徒の変容

教員の変容

①家庭学習習慣の定着
②基礎学力が向上しつつある
③英検・漢検・数検に自主的・意欲的に挑戦

①小中全教員での各学力検査結果の活用
②学力向上マップの活用
③授業改善への意識向上



４．成果と課題
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４．成果と課題

生徒の課題

教員の課題

①書く・話すなどの表現力
②自主的に学習に取り組む意欲
③体力不足・低下
④自己肯定感が低い

①評価規準の研究（めあて－指導－評価）
②授業規律のさらなる徹底
③領域の指導にも力を入れる




